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要約 
	
 ほとんどの哺乳類においてMHC classI分子は多型性があり、ペプチド提示の特異性を決
定する。一方で抗原提示に関与するトランスポーター(TAP)のヘテロ二量体は機能的には多
型性は無い。ニワトリには二個の古典的なMHC classI遺伝子があるが、一つだけが高度に
発現される。このことは特定の感染性病原体への抵抗性とMHCの強い関連性へと結びつく
のかもしれない。しかし、単一のMHC classI分子が優位に発現する基礎の部分は明らかで
はない。ここでは我々は16系統のニワトリから得たTAP1とTAP2の配列を記し、この両方
の遺伝子がペプチド結合のためと思われる領域での多様性により、高度な対立遺伝子の多型

性と適度な配列の多様性を持つことを示している。我々は２つのMHCハプロタイプ内のペ
プチド移行を解析した。この結果はニワトリのTAPは３つのペプチド部位で移行の特異性を
決定していることを示しており、この特異性は優先的に発現される単一のMHC classI分子
のペプチドモチーフと一致している。これらの結果はclassIとTAP遺伝子間の共進化が一般
的なニワトリのMHCハプロタイプに存在することを説明するという事を示している。さら
に言えば、このような原始的なMHCの共進化は適応型の免疫システムの誕生における抗原
提示の経路の出現に関与しているのかもしれない。 
 


